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一
、
序

　
本
論
は
産
業
教
育
振
興
に
寄
与
す
る
目
的
を
以
て
執
筆
す
る
も
の
で
1
あ
る
。

　
右
の
目
H
的
を
達
威
す
る
手
段
は
数
多
い
が
、
こ
∫
で
は
生
産
技
術
論
の
一
分
野

と
し
て
の
職
業
分
析
に
対
す
る
反
省
を
行
う
。

　
吾
タ
が
一
般
に
職
業
分
析
と
呼
ぷ
用
語
は
各
種
の
方
法
を
包
含
し
、
且
其
等
は

夫
々
滑
苧
・
目
的
を
異
に
す
る
。
例
え
ば
、
次
の
様
な
場
合
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
，

　
1
、
職
務
分
析
　
労
働
書
の
配
置
等
の
参
考
資
料
と
す
る
。
類
似
め
も
の
に
職

　
　
　
2
，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3
、

務
明
細
書
が
あ
る
が
、
此
は
職
階
制
度
を
制
定
す
る
た
め
に
主
と
し
て
使
用
さ
れ

る
◎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4
，

　
2
、
作
業
研
究
　
科
学
的
管
理
法
か
ら
串
発
し
た
も
の
で
、
時
間
研
究
、
動
作

　
　
5
、

一
研
究
を
主
体
と
す
る
が
、
最
近
で
は
此
等
の
進
歩
し
た
方
法
と
し
て
動
作
時
間
標

　
　
6
、
　
　
　
　
　
　
う

準
法
が
あ
る
◎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
7
・

　
3
、
作
業
分
析
　
此
の
用
語
に
は
更
に
、
職
業
教
育
内
容
を
編
威
す
る
方
法
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
8
、

労
働
評
価
の
た
め
等
に
行
わ
れ
る
個
々
の
作
業
1
の
特
性
を
分
解
記
載
す
る
こ
と
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
9
、

一
つ
の
仕
事
を
合
理
的
に
行
う
走
め
考
慮
す
べ
き
項
目
を
析
出
す
る
方
法
な
ど
が

含
ま
れ
る
。

　
此
等
は
凡
て
職
業
分
析
士
し
て
二
括
将
称
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
此
め
外
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
0
、
・

に
も
種
々
な
る
場
合
が
あ
り
う
る
。

　
右
の
諾
方
法
は
産
業
教
育
に
於
て
、
過
去
並
び
に
現
在
に
於
い
て
多
大
の
成
果

を
牧
め
て
い
る
亡
と
は
事
実
で
あ
る
。
併
し
産
業
教
育
に
於
て
理
想
と
す
る
人
間

像
を
左
記
の
様
に
画
い
て
い
る
め
を
見
る
時
、
産
業
教
育
を
方
向
づ
げ
す
る
技
術

の
一
分
野
で
あ
る
職
業
分
析
に
不
充
分
な
る
も
の
が
あ
る
こ
と
に
気
づ
く
。
産
業

教
育
振
興
法
第
一
条
に
は
次
の
様
に
云
つ
て
い
一
る
。

第
一
条
こ
の
法
偉
は
、
産
業
教
育
が
わ
が
国
の
産
業
経
済
の
発
展
及
び
国
民
生

　
活
の
向
上
の
基
謄
で
あ
る
こ
と
に
か
ん
が
み
、
教
育
基
本
法
の
精
神
に
の
つ
と

　
り
、
産
薬
教
育
を
通
じ
て
、
勤
労
に
対
す
る
正
し
い
信
念
を
確
立
し
、
産
業
技

　
術
を
習
得
さ
せ
る
と
七
も
に
工
夫
釧
造
の
能
力
を
養
い
、
も
つ
て
経
済
自
立
に

　
貢
献
す
る
有
為
な
国
民
を
育
威
す
る
た
め
、
一
産
業
教
育
の
振
興
を
図
る
こ
と
を

　
目
的
と
す
る
。
　
（
傍
線
は
筆
者
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
u
、

　
産
薬
教
育
に
於
て
理
想
と
す
る
人
間
像
に
就
い
て
は
、
諸
家
に
よ
り
多
少
の
画

き
方
の
差
は
あ
る
に
せ
よ
パ
、
創
造
能
力
の
育
成
と
言
う
事
は
共
通
的
な
も
の
」
一

項
目
で
あ
る
。
近
代
杜
会
に
於
て
は
各
国
共
そ
う
で
あ
る
が
、
殊
に
日
本
に
於
て

は
、
右
の
項
目
が
要
請
さ
れ
る
理
由
が
あ
．
る
／
．
言
う
ま
で
も
な
い
こ
と
乍
ら
全
面

的
な
技
術
の
進
渉
が
必
要
だ
か
ら
で
あ
る
。

sokyu

sokyu

sokyu
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、

■

μ
、

　
然
る
に
右
に
列
拳
し
た
職
業
分
析
の
譜
技
術
は
既
知
の
技
術
の
取
扱
を
主
内
容

と
し
、
新
技
術
の
創
出
と
云
う
こ
と
或
い
は
技
術
の
改
善
に
関
す
る
考
え
方
に
つ

い
て
は
多
少
は
触
れ
て
い
る
に
せ
よ
、
肯
核
心
を
つ
い
て
い
る
と
は
考
え
ら
れ
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
2
、

い
の
で
あ
み
。
叉
思
考
心
理
学
等
に
於
て
は
概
念
の
新
構
威
、
課
題
解
決
の
心
理
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
3
、

記
憶
の
再
構
威
の
操
作
等
の
用
語
を
用
い
叉
「
以
上
の
知
的
操
作
の
記
述
は
、
技

術
的
、
科
学
的
、
芸
術
的
、
哲
学
的
な
ど
の
種
々
の
方
面
の
発
明
お
よ
び
創
造
に

　
　
　
　
　
　
　
φ
1
4
、

適
用
す
る
ご
と
が
出
来
る
。
」
と
言
つ
て
い
る
が
、
ま
さ
に
、
こ
の
技
術
の
領
域
に

於
け
る
適
用
こ
そ
吾
々
が
秩
序
づ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
間
題
な
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
二
、
技
術
分
析
の
輪
郭

　
第
一
項
に
述
べ
た
様
な
理
由
か
ら
創
造
能
力
を
育
城
す
る
方
法
に
つ
い
て
考
え

て
み
る
必
要
が
出
来
た
。
其
の
方
法
を
鼓
術
分
析
と
呼
ぶ
こ
と
に
し
次
が
、
故
意

に
技
術
分
析
な
る
用
語
を
作
つ
た
の
は
仮
の
称
呼
で
は
あ
る
が
、
実
は
他
の
用
語

と
内
容
を
区
分
す
る
た
φ
で
あ
る
。
以
下
少
し
く
吾
が
意
図
の
輸
郭
を
按
述
し
た

い
と
思
う
。

　
　
1
　
技
術
分
析
の
意
味

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
5
、

　
技
術
と
は
何
か
、
の
間
に
対
し
て
は
実
に
沢
山
の
文
献
が
あ
る
b
こ
∫
で
は
言

う
ま
で
も
な
く
物
を
加
工
し
た
り
生
産
し
た
り
す
る
技
術
を
意
味
す
る
訳
で
あ

る
、
然
し
通
常
此
れ
は
機
械
器
具
の
便
用
を
伴
う
も
の
と
の
印
象
が
強
い
。

　
技
術
分
析
は
或
る
技
術
が
創
造
さ
れ
る
過
程
を
分
析
す
る
意
味
で
あ
る
。
此
れ

は
例
を
上
げ
て
説
明
し
た
方
が
理
解
が
早
い
と
思
う
の
で
あ
る
が
、
新
技
術
が
如

何
な
る
構
成
要
素
と
し
て
の
技
術
や
物
の
組
合
せ
で
あ
つ
た
か
の
分
析
と
、
他
は

新
技
術
が
如
何
忙
初
歩
的
な
も
の
か
ら
逐
次
発
達
し
た
か
の
問
題
も
取
扱
い
た
い

と
思
う
。
此
の
二
方
面
は
産
業
教
育
を
振
興
す
る
上
か
ら
意
味
を
持
つ
側
面
と
考

え
る
か
ら
で
あ
る
O

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蝸
、

　
さ
て
、
例
を
デ
ィ
ー
ゼ
ル
ェ
ン
ジ
ン
に
と
つ
て
説
明
を
す
る
。

　
1
、
デ
イ
ー
ゼ
ル
ェ
ン
ジ
ン
の
技
術
分
析

　
デ
イ
ー
ゼ
ル
ェ
ン
ジ
ン
は
独
人
内
．
冒
①
ω
①
－
（
H
◎
。
㎝
o
。
こ
お
お
）
が
一
八
九
三
年
試
，

作
し
た
も
の
で
、
圧
縮
熱
に
よ
り
点
火
さ
せ
る
内
燃
機
関
の
一
種
で
あ
る
。
彼
は

蒸
気
機
関
の
熱
効
率
の
不
経
済
さ
を
痛
感
し
、
よ
り
、
合
理
的
な
機
関
を
作
る
意

欲
爆
え
た
。
た
ま
く
高
等
工
拳
校
在
校
申
に
そ
乏
曾
て
勤
務
し
た
妄

教
師
が
四
十
年
程
前
に
作
つ
て
当
時
誰
も
顧
み
な
か
つ
た
空
気
式
発
火
用
具
音
見

て
新
熱
力
機
閨
の
着
想
を
得
た
と
言
う
。
塞
気
式
発
火
用
具
と
言
う
の
は
圧
縮
室

気
に
よ
り
可
燃
物
に
点
火
す
る
装
置
で
あ
つ
た
。
当
時
己
に
ガ
ソ
リ
ン
ェ
ン
ジ
ン

が
作
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
が
彼
自
身
で
は
そ
れ
と
は
無
関
係
に
作
つ
た
と
言
う

か
ら
、
そ
れ
を
正
し
い
も
の
と
仮
定
す
る
士
要
点
は
次
の
様
で
あ
る
。

　
2
、
デ
ィ
ー
ゼ
ル
ェ
ン
ジ
ン
始
動
時
作
業
研
究
例

　
已
に
技
術
が
作
ム
れ
た
後
、
即
ち
エ
ン
ジ
ン
が
完
威
し
て
か
ら
の
作
業
を
分
析

す
る
と
ど
う
な
る
か
。
こ
∫
で
は
作
業
工
程
の
み
を
記
載
す
る
が
玖
の
様
に
な
る
。

エソジソ始動時の

作　業　工　程

a・燃料パイプの樫を

　開く

b・オイルを点検する

・・燃料噴射弁を調節

　する

d・始動転把を廻転す

　る

曲　始動Lたならば燃

　料を調節し、諸計器
　を，点検する

sokyu
■

sokyu
、

sokyu



価
一

　
　
右
の
様
に
技
術
分
析
は
当
棲
技
術
創
造
過
程
の
分
析
で
あ
る
に
対
し
、
従
来
職

・
業
分
析
で
間
題
と
し
た
こ
と
は
出
来
上
つ
た
後
の
分
析
ヒ
意
味
す
る
の
で
あ
る
。

　
　
皿
　
技
術
分
析
の
論
理
的
構
造

　
　
技
術
分
析
は
一
般
的
に
言
つ
て
、
攻
の
様
な
論
理
的
構
造
を
持
つ
も
の
と
し
て

図
示
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

す
－
要
素

件
．条

o

　
上
の
図
に
於
て
は
示
さ
な
い
が
、
創
造

即
ち
新
結
合
の
実
践
に
は
、
相
応
の
能
力

及
び
意
欲
の
存
在
を
前
提
と
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
言
う
ま
で
も
な
い
事
乍
ら
能

力
は
発
達
叉
は
進
歩
し
、
意
欲
は
素
質
並

び
に
内
外
か
ら
す
る
衝
動
に
よ
つ
て
変
る
も
の
で
あ
る
。

　
目
的
叉
は
目
標
は
時
に
必
要
、
要
請
叉
は
存
在
意
義
な
る
語
を
以
て
置
き
か
え

た
方
が
適
当
な
る
場
合
も
あ
る
。
此
は
広
義
の
生
活
の
申
か
ら
生
み
出
さ
れ
る
の

で
あ
q
て
、
殆
ん
ど
凡
ゆ
る
分
野
に
於
て
、
絶
え
す
新
た
な
間
題
即
ち
目
的
を
生

み
つ
」
あ
る
。
異
つ
た
分
野
に
於
け
る
場
合
の
み
な
ら
す
一
つ
の
技
術
に
つ
い
て

見
て
も
、
成
立
後
時
の
経
過
に
従
い
又
早
晩
薪
た
な
る
間
題
を
隼
む
も
の
で
あ
る
。

此
等
の
；
く
の
間
題
毎
に
間
題
解
決
が
要
求
さ
れ
る
。
新
籍
創
造
の
壽

叉
は
一
部
改
善
の
必
要
と
言
う
様
に
。

　
要
．
素
は
此
を
更
に
人
的
、
非
人
的
と
し
、
後
者
を
更
に
有
形
、
無
形
と
分
つ
こ

と
も
出
来
る
。
要
素
は
薪
結
合
さ
れ
て
薪
し
い
技
術
が
形
威
さ
れ
る
も
の
で
あ
る

・
が
“
そ
の
際
抽
象
的
な
方
法
と
し
て
の
概
念
も
含
ま
せ
る
こ
と
に
す
る
。
一
見
全
－

然
無
関
係
に
見
え
る
現
象
か
ら
或
る
方
法
が
摘
出
さ
れ
て
新
結
合
を
す
る
際
の
局

部
輯
た
或
い
は
全
体
と
し
て
の
方
法
と
な
る
ご
と
が
展
々
あ
る
。
従
つ
て
時
闇
的

　
　
　
○

に
も
空
間
的
に
も
広
く
多
ぐ
1
の
事
実
を
知
る
者
は
そ
れ
だ
け
新
結
合
の
侯
補
と
し

て
の
要
素
を
豊
か
に
持
つ
こ
と
に
な
る
。

　
顧
慮
す
べ
き
も
の
と
し
て
条
件
が
あ
る
。
条
件
に
も
各
種
の
勢
合
が
あ
る
、
且

叉
、
時
間
の
経
過
に
伴
い
各
種
条
件
は
変
化
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
薪
結
合
な
る
語
は
事
業
経
営
者
が
条
件
の
変
動
に
応
じ
て
客
体
と
し
て
の
経
営

体
を
薪
た
な
る
状
態
へ
と
現
状
か
ら
推
進
さ
せ
る
主
体
的
働
き
に
対
し
て
使
用
し

だ
経
験
か
ら
用
い
た
の
で
あ
る
。
此
は
第
一
段
階
と
し
て
は
要
秦
と
し
て
の
概
念

を
謁
に
操
作
す
る
こ
と
で
あ
る
が
、
モ
に
「
概
念
と
は
・
－
・
・
荒
く
が
あ

る
種
類
の
事
物
ま
た
は
存
在
に
つ
い
て
も
つ
て
い
る
知
識
の
総
和
で
あ
を
（
中
略
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
7
、

つ
ま
り
概
念
と
ぱ
経
験
の
要
約
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
」
と
も
か
く
斯
様
な
意
味

で
の
要
素
を
条
件
を
顧
慮
し
つ
」
目
的
に
合
致
す
る
様
に
結
合
す
る
こ
と
に
よ
り

禽
技
術
の
概
念
が
得
ら
れ
る
訳
で
あ
る
。
新
概
念
が
得
ら
れ
て
次
に
第
二
段
階
と

し
て
そ
れ
が
実
践
に
移
さ
れ
る
遇
程
は
作
業
研
究
叉
は
作
業
分
析
の
方
法
を
適
用

す
れ
ば
よ
い
。
知
的
操
作
と
実
践
と
は
交
互
に
時
と
し
て
併
行
的
に
行
わ
れ
る
も

の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾

1
叉
或
る
技
術
が
初
歩
的
な
も
の
か
ら
次
第
に
威
長
し
て
行
く
遇
程
は
、
着
想
↓
・

鉛
筆
と
紙
↓
模
型
図
↓
模
型
↓
本
設
計
↓
製
作
↓
実
験
と
云
つ
た
段
階
を
示
し
、

こ
れ
に
附
随
的
な
各
種
の
作
業
が
複
雑
に
か
ら
み
合
う
の
が
常
で
あ
る
。

　
以
上
は
極
め
て
簡
単
に
述
べ
た
に
過
ぎ
な
い
が
、
抜
術
を
分
析
す
る
論
理
の
大

体
の
構
造
で
あ
る
。

　
　
㎜
究
局
の
目
的

　
右
の
様
な
方
法
を
以
て
技
術
分
析
を
行
う
事
が
姐
伺
な
る
意
味
が
あ
る
の
か
・

実
は
斯
る
方
法
を
生
徒
の
指
導
過
程
に
織
り
込
む
こ
と
に
よ
り
、
生
徒
が
新
技
術

sokyu
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sokyu



■

●

伯

を
創
造
す
る
た
め
の
思
考
的
惰
性
を
体
得
す
る
よ
う
期
待
す
る
訳
で
あ
る
。
即
ち
“

若
し
充
分
に
創
造
的
能
力
に
於
て
訓
練
さ
れ
た
思
考
能
力
を
持
つ
て
い
れ
ば
、
必

要
に
応
じ
て
新
技
術
を
考
案
す
る
こ
と
が
比
較
的
容
易
に
な
る
も
の
と
考
え
る
か

ら
で
あ
る
。
此
の
際
要
素
と
し
て
の
知
識
の
量
、
或
い
は
研
望
の
知
識
を
如
何
に

し
て
迅
速
に
獲
得
す
る
か
の
方
法
が
間
題
と
な
る
こ
と
は
当
然
で
あ
る
。

　
着
想
を
得
た
て
二
の
例
を
示
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
模
形
（
昭
二
六
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
↑

エ
ネ
一
ル
ギ
ー
資

源
開
発
の
必
要

舛
騎
轟
灘
T
H
も
§
く
o
冒
ぐ
冒
－
■
1

　
（
H
・
企
呼
糠
調
罫
灘
碕
叶
↓
小
）

レ
ソ
ズ
に
ょ
る
集
熱
の
経
験

設
計
（
昭
二
七
）

　
　
　
↑

1
直
径
一
、
一
米
の
凹
面
鏡
（
昭
二
七
、
八
）
－

　
　
（
謙
一
◎
◎
◎
◎
事
θ
醐
灘
一
髄
一
行
、
眉
蟹
）

熱
電
流
（
昭
二
七
、
四
よ
り
実
験
）

1
、
土
管
埋
設
法
改
善
（
昭
和
二
十
七
年
三
月
島
根
県
平
田
高
校
柳
楽
教
官
の
実
験
報

告
に
よ
る
）

　　土
　　地
　　改
　　良
　　法
　　の
　　政
　　善

壷姦纐

設隻嚢餐

　る　　　　湾
　　　　干
　　　　拓
　　　　地
　　　　で
　　　　行
　　　　う

2
、

　
　
　
　
　
　
1
8
、
．

太
陽
熱
電
化
装
置

土
管
を
機
械
に
よ
り
土
申

に
索
引
埋
設
す
る
方
法

（
筆
者
の
着
想
、
実
験
は
申
間
報
告
）

；
射
帥
刷
目
囲
蹄
θ
瞳
調
壮
・

　
蕾
㎝
8
考
θ
細
津
（
藤
藩
昌
ト
却
寺
哨
－
咋
ピ
（
謹
誼
）

蒸
気
カ
の
利
用
は
時
間
及
び
熱
の
損
失

　
斯
様
な
着
想
は
云
わ
ば
科
学
的
室
想
に
外
な
ら
ぬ
。
室
想
は
無
隈
で
あ
る
。
但

し
実
験
に
よ
つ
て
共
の
正
し
さ
は
立
証
さ
れ
よ
う
。
従
つ
て
、
間
題
は
そ
れ
が
如

何
に
実
行
力
あ
る
青
年
に
よ
つ
て
な
さ
れ
る
か
と
云
う
こ
と
に
な
る
。

　
　
　
　
　
三
、
あ
と
が
き

　
技
術
分
析
の
方
法
は
仮
称
の
段
階
で
あ
つ
て
、
此
を
教
育
過
程
中
に
織
込
む
た

め
に
は
荷
分
析
の
方
法
論
を
よ
り
精
密
拡
大
化
し
確
固
た
る
も
の
に
す
る
必
要
が

あ
る
。
概
念
の
定
義
の
検
討
は
．
も
と
よ
り
、
推
理
方
法
等
の
類
型
を
明
哲
に
し
、

一
方
教
育
に
於
て
概
念
は
如
何
に
し
て
生
徒
の
頭
脳
中
で
確
実
に
形
成
す
る
こ
と

が
出
来
る
か
等
の
研
究
が
要
求
さ
れ
る
紅
げ
で
あ
る
。

65432ユ7
水
電
解
1

　
水
素
に
よ
る
蓄
熱

l
H
斤
オ
『
↓
目
ト
o
◎
．
N
1

　
冒
｝
　
◎
旧
◎
．
ご
も
、

ガ
ス
液
化

（
液
体
燃
料
）

1
液
体
水
素

液
体
酸
－
素
1

文
、
献
・

労
働
省
編
職
務
分
析
の
手
引
昭
二
六
雇
用
間
題
研
究
会

教
育
大
学
講
座
（
1
7
）
　
職
業
指
導
（
一
五
章
頁
）
昭
ご
六
金
子
書
房

石
原
春
夫
著
．
職
階
制
度
昭
二
五
　
河
出
書
房

司
・
オ
・
弓
讐
官
昌
　
弓
ぎ
旨
盲
O
号
雇
　
◎
｛
ω
⑦
一
實
亀
ざ
呂
竃
墨
①
旨
實
↑

上
野
陽
一
編
．
能
率
ハ
ソ
ド
ブ
ヅ
ク
（
三
七
九
－
四
…
六
頁
）
昭
一
九

上
田
武
人
編
　
動
作
時
間
標
準
法
昭
二
七
、
林
報
堂

．
フ
リ
ヅ
ク
ラ
ソ
ド
著

長
谷
川
淳
訳
　
職
業
分
析
昭
二
四
・
実
教
出
版
株
式
会
社

長
谷
川
淳
蕃
　
工
業
教
育
（
四
九
頁
）
一
九
五
三
・
岩
埼
書
房

　
○

（
H
旨
H
）

同
文
館
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8
　
禰
原
穣
見
箸
　
作
莱
分
析
｛
（
昭
二
五
平
凡
社
職
業
科
事
典
－
所
載
）

9
　
昭
和
二
十
五
年
度
教
育
　
農
業
教
育
（
二
一
六
頁
以
下
）

　
　
指
導
者
講
習
会
編

1
0
　
岡
田
三
郎
著
　
職
業
分
析
の
意
義
（
職
業
教
育
昭
二
六
、
．
九
所
載
）

u
　
伊
藤
疏
訳
著
　
職
業
、
家
庭
科
教
育
と
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
イ
の
青
成
（
職
業
指
導
昭
二

　
　
八
、
二
所
載
一

皿
藏
簑
心
む
一
一
一
一
一
風
ギ

㎜
線
ス
ト
幻
ウ
一
オ
、
蒲
知
能
一
九
貢
二
九
五
；
森

1
5
　
村
井
勲
噌
　
生
産
技
術
　
昭
二
六
、
。
ロ
ナ
杜
。

　
　
菅
井
準
一
等
編
輯
　
　
科
学
史
大
系
（
H
こ
岩
）
明
二
七
－
ご
九
　
申
教
出
版
杜

瓦
川
端
勇
嚢
デ
イ
ゼ
ル
一
撃
ぎ
．
昭
二
八
麓
社

1
7
　
前
掲
「
知
能
」
　
（
七
九
－
八
○
頁
）

1
8
．
資
源
年
鑑
英
他
工
学
関
係
資
料
及
び
視
察
記
録

　
　
　
　
　
“
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
置
四
、
一
、
一
〇
J

∴

　
7

．
4
．


